
2 .沿岸水域調査

I 調査の目的

サケ"7ス資源管理体制lの確立を図るため沿岸域におけるサケ，マス幼稚魚に闘する生態並びに，

日本海側におけるサケ"7スに関する資料を蓄積する。

E 調査内容

1 調査期間

2 調査場所

白昭和52年 4月
至昭和53年 1月

西郡岩崎村及び深浦町地先(図参照)

3 調査員次長頼 茂

主任研究員沢田兼造

4 調査項目及び方法

(1 ) 稚魚の生態

両旭先の定置納によって得られた標本について多項目調査を行なった。

(2) 環境調査

鯵ケ沢地先において定地観測を実施した。

皿 調査結果及び考察

(1) 雄魚の生態

イ 標本採集結果のとおりであるが，岩崎地区における 7 スの楳本は何れも乗網 (20-200尾)し

た中の一部である。又最近は毎年のことであるが7 ス稚魚の乗紛が多く 3月頃から見え始め，

時化後の下り潮で薄漏りのときよく乗網するという。それに反しサケ稚魚については，前年に比

べて.莱剰が少かった。

岩崎地先で7 ス椎魚が多くみられるようになった一因としては村内の笹内川に昭和50年からヤ

マメの稚魚を放流してからである。一方，深i南地区においては，サケ，マス稚f-hの乗網は， 4月

中旬から 5月下旬にかけてであるが盛期は， 5月中旬までである。潮流に関係なく天候のょいと

きに多く乗制する。又本年は偶々むつ治(後潟)から 5}J中，下旬にサケ稚魚の襟本を得たが，

4月中台]からま経鮎〔沖合 2800m 水深3D-35m)するということである。その数も 2.3年前から増

えて I梢30尾紅度の乗紛があり，マス稚魚の大きさは， 15-20四1台，サケは， 8 -llcm台という。

この海区では，東風又は，西風の多少ウネりがあるときよく乗網する。

ロ成 長

Bt!和46年以降各地先で採集したサケ稚魚の魚体測定結果を図 2に示したがこれから推察される
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ことは，何れの年も旬を経ずして深浦で採摘されたサケ稚魚は，岩崎で採摘された|司一群のそれ

より僅かの期間に成長を示していること及び同一時期の稚魚でも，太平洋ものに比べて，日本海

倶11のものが一体に成長がよいということである。岩崎で 5月上旬に体長15c叩台(体重299前後)

のサケ稚魚が出現しているが.このことは，これまでにもみられなかったことで恐らく阜期に降

海したものと思われる。なお測定したサンプルの中に標識されたものは認められなかった。(第

2表) 1 

後潟で採捕されたサケ稚魚が仮にふ化事業を行なっている野辺地川から放流されたものとする

と約 1ヶ月で体重が12倍(0.6 9 ~ 7. 2 9) ~38倍( 1. 2 9 ~ 45. 4 9 )となり， これは昭和46年

に日本海側で月光)11から標識放流されたサケ稚魚を 2ヶ月後に岩崎地先で再摘したときの成長速

度(体重にして30倍)の倍近い成長を示していることになる。これは後述する摂餌量の多いこと

からもうかがえるところである。

マス(サクラマス)については，個体廷が大きく 13cm台 (249)から24cm台(182 9 )まで分

布し，サケと同様早い時期(3月)に降海したものと遅い時期 (5月)に降海したものとの聞に

成長差が現われたものと思われる。

ハ食 性

標本は，何れも朝(午前 6-7時の間)の制起しで採集されたものであるため，可成り消化の

進んだものも中にあったが.胃内容物は例年のそれと特別変化はない。唯本年の場合も昨年同様，

イカナコA単一餌料で，殆んどが占められていたのは，やはりこの時期にイカナゴの行魚出現期と

合致することによるものと思われる。胃内に 1尾及至22尾のイカナゴの仔魚がみられた。(第九

第 4表)

これらサケ，マス稚魚は餌に対する撰拓性はなく，時期的に又海妓的にそのときどきに出現す

る動物性餌料を摂するもののようである。マスは殆んとか単一餌料であるのに比べサケは 2及至

3穂類の餌をとっていることが多い。今後時間帯の娯餌量及び内容について調べる必要がある。

(2) 環境調査

イ水 温

第5表に示した本年の沿岸水温の推移からみて，本年治岸沿L、に北上遊泳するサケ稚魚の盛期

は. 5 月上旬 (4 月上旬~5 月中旬)にあったものと推測される o X調査開始年の昭和16年以降

の句別平均水温(第 7表)から年によって多少の遅速はあっても北上遊泳寸るサケ稚魚が本県沿

岸から離岸行動を起こすと忠われる時期は， 5月下旬から 6月上旬にかけてである。
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町今後の課題

本調査により日本海側におけるサケの生態究明を更に進展させるためには下記調査を実施すべきで

あると考える

記

1. 各県共同調査の性格を帯びるサケ，稚魚の標識放流実施(富山県から北へ年々実施する)

2 上記の結果を充実させるために，サケ，稚魚の標識魚を再捕する各県独自の専用漁具を適地に設

置し，従来の個人業者への採捕依頼を従とする。

3 津軽海峡へ抜けるサケ稚魚と北海道西海岸を北上する稚魚との生態比較(北海道西海岸でもサケ

稚魚の採捕に努める)

5 
浦町

炉

作/-~・'-
岩崎村
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第 1表サケ，マス稚魚採集覧表(尾)
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第 2表 サケ，マス稚魚の体長・体重()内は平均値
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第 3表 胃内容物の極類とその割合

魚 類 |毅物プランクトン| 空 胃 不 明|標本尾数

サケ 41. 1 % 44.7 % 3.5 % 10.7 % 53 尾

マス 75.4 % 4.7 % 17.9 % 20 % 106 尾

第 4表胃内容重量

儒 験 紛 制 胸 G， W 
年月日|魚種|

O~O.4 O.5~O.9 1.0~ 1.5 
備 考

尾数
(9) (9) (9) 1.59以上 計

4. 4 I 0・MI 3 I 76. 7 33. 3 |小魚@ p.t① 

4.l1 I 0・K 6 100 イカナゴ⑥(1 ~ 6尾)

4.12 I 0・M 2 50 50 イカナゴ② (2~10尾)深浦

1/1/ 10・M 2 50 50 イカナゴ② (5~12尾)岩崎

4.22 1 0・M 20 35 55 10 1. 4 1 イカナゴ⑬(①~10尾)空胃@

4.24 1 0・M 5 60 40 0.4 1イカナゴ(D(1 ~ 4尾)空胃①

4.25 1 0・M 13 184.6 1 15.4 1. 1 1イカナゴ@(1 ~ 2尾)空胃④

4.28 1 0・M 8 50 50 O. 5 1イカナコ"⑥ (5~22尾)

lijt誠九Yi，l@jJj::[JJJJJl¥]| ⑮尾

1----~--~-T1-芳子ゴ@'Tï 二証雇了一…ー

| 訪日-S-d鮮JFS-

5.13 1 0・M 5 60 40 イカナゴ@(3 ~ll尾)

5.14 1 0・M 4 75 25 イカナゴ②(J~ 7尾)空胃②

かか 10・K 13 100 小魚⑥p.t@オキアミ①

::~:.:~:~::r:~:~:~:L:::::~]::~~::~: :r:::~~::~::r:::~りT二---T二二122ZTEALJf!?::\
かか 10・K 3 100 イカナゴ① 寄生虫①

5.24 1 0・M 100 不明①

~;---;;-ro-~云r----;;--T--;-~~-T一一一一一一I一一一一 ---1一一一一一一r--------V{日ーデ云窃言亙盃面示扇①一一
p.l①不明@

0内の数字は捕食魚数
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第 5表鯵ケ沢地先における水温.比重

4 月 5 月 6 月
日
水温℃ 塩分量 %。 水温℃ 塩分量%。 7}(温℃ 塩分量 %。

8 2 34. 379 12. 9 33. 686 

2 8 2 33. 116 9. 8 32 177 15. 2 30. 011 

3 15. 2 29. 397 

4 6. 9 32.971 9. 6 30 083 15. 1 30. 743 

5 7. 7 32. 971 
挙~ - -_.・ーーー守一“ー・・一ー・一

6 8. J 31.545 I 110 25.274 16.0 32. 385 

7 8. 4 33 242 I 10.4 29.614 16.2 31642 
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10 17. 4 33. 036 
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27 9.7 26. 293 15.0 31238 

28 9. 9 31 447 13.7 26. 943 

29 

30 9. 4 30. 011 12.5 32. 899 

31 12.8 34. 433 

第 7表鯵ケ沢地先月別，旬別，平均海水温 CC)

4 月 5 月 6 月
年
上 中 下 平均 上 中 下 平均 上

50 8. 3 10. 2 10. 3 9. 6 12 0 13. 5 13 3 13 0 16. 5 

51 7. 4 9. 4 10. 1 9. 0 10. 7 12. 7 14. 1 12.8 16. 1 

52 8. 0 9. 4 9. 3 8. 9 10. 3 12. 7 12. 7 11. 9 15. 7 
ーーーー」ーー圃
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